
微細な電極表⾯に⾼密度の永久電荷（エレクトレット）を蓄積したＭＥＭＳ型の振動発電⼦を、環境振動を模
擬したシェーカーで駆動して発電しています。発⽣した電流を整流・蓄電し、定期的に⼩型無線器を駆動して、
温度・湿度データを⼩型マイコンに送信します。得られたデータはクラウド上で処理してグラフ表⽰します。
ここでは振動発電型エナジーハーベスタのＩｏＴ応⽤例として、この動態展⽰を⽤意しました。�
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本ＣＲＥＳＴ研究で開発中のエナジーハーベスタ� LTC-3588� ⾚外線センサ、Z. Cheng, 2017� Raspberry Pi� iPad�

ＩｏＴで⼀番重要な開発要素は何でしょう？�
ＩｏＴのアプリやサービスが重要な開発要素であることはもっともですが、すべての
モノに超⼩型センサと無線機が搭載されたときに、さて、電源はどのように供給する
のでしょうか？ 太陽電池や無線給電だけで⼗分？�
本研究では、環境の振動や⼈の動きからエネルギーを回収してＩｏＴ無線センサを駆
動する「エナジーハーベスタ」をＭＥＭＳ技術を⽤いて研究開発しています。�

研究代表者：� 東京⼤学  ⽣産技術研究所 
教授    年吉 洋�

共同研究者：� 静岡⼤学  ⼤学院総合科学研究科 
教授    橋⼝ 原�

共同研究者：� ⼀般財団法⼈電⼒中央研究所 
上席研究員 ⼩野新平�

共同研究者：� 株式会社鷺宮製作所 
主査    三屋裕幸�

チップ⾯積あたりの発電能⼒の向上以外に、発電素⼦の出⼒に応じた設計・製作⼿法の研究開発が必要です。�
出⼒� 課題� ⽤途�

数百µＷ〜１ｍＷ級� •  なるべく外付けのオモリを使わない設計 
•  パッケージングの⼩型化� 無線ＩｏＴセンサの駆動電源�

１０µＷ〜１００µＷ級� •  ウエハレベル・パッケージングによるエレク
トレット分極処理、真空封⽌� ノーマリーオフＬＳＩの保持電源�

製品化・実⽤化への課題�


